
6　わり算の筆算(2) 　　がつ　　にち なまえ

こたえ 見当をつけた商の直し方 基礎③
き そ

1 □にあてはまる数を書きましょう。

96÷24：20とみると、見当は4。24×4＝96で、ひける。商は 4

68÷23：20とみると、見当は3。23×3＝ 69 で、ひけない

→ 商を1小さくして 2 。23×2＝46、68−46＝ 22

87÷28：30とみると、見当は2。28×2＝56、87−56＝ 31

→ あまりが28より大きい。商を1大きくして 3

2 筆算で計算しましょう。見当をつけた商を直すものがあるよ。

(1)

2 9 6 0

2

85

2

(2)

2 2 8 6

3

66

02

(3)

1 2 7 8

6

27

6

(4)

2 8 5 3

1

82

52

(5)

3 2 9 3

2

46

92

(6)

3 5 6 1

1

53

62

(7)

1 4 7 0

5

07

0

(8)

1 7 6 5

3

15

41

おうちの方へ

見当をつけた商が大きすぎて「ひけない」ときは商を1小さく、あまり

がわる数より大きいときは商を1大きくします（68÷23＝2あまり

22、87÷28＝3あまり3）。

わる数を、切り捨てて何十とみるか、切り上げて何十とみるかで、見

当のずれ方がかわります。
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